
■  ジ ェ ッ ト フ ィ ン の 各 部 名 称 と 脱 着 方 法

着脱：足をフットポケットに入れ、フィンストラップまたはスプリングストラップをかかとの
やや上にかけます。
脱着：フィン・ストラップまたはスプリングストラップをかかとからはずし、足から抜きます。

ブレード

フットポケット

スプリングストラップ
標準装備タイプ。フィン
ストラップへの交換は
できませんので、ご注意
ください。バックル

フィンストラップ
または　スプリングストラップ（右図）

■  フ ィ ン ス ト ラ ッ プ の 長 さ の 調 節 方 法

①フィンと体成型のストラップストッパー
からバックルとストラップをはずします。

②フィンストラップ内側のノッチをずらし
フィンストラップの長さを調整してくださ
い。

③フィンストラップをしっかりと持ち強く引
き上げるようにストラップストッパーにもど
します。

Jet Fin Plastic Fin
■  プ ラ ス テ ィ ッ ク バ ッ ク ル フ ィ ン の 各 部 名 称 と 脱 着 方 法

■  フ ィ ン ・ス ト ラ ッ プ の 長 さ の 調 節 方 法

着脱：足をフットポケットに入れ、フィンストラップをかかとのやや上にかけます。
脱着：フィン・ストラップをかかとからはずし、足から抜きます。

フィン・ストラップ

ストラップ
ストッパー

凸バックル凹バックル

フット・ポケット

ブレード

①フットポケットにブーツをはいた足を奥まで入れ
フィンストラップの端を引き、左右均等の長さになる
ように調整します。

（ゆるめる場合はストラップ・ストッパーを押します）

①凸バックルの凹バックルにかかっている 2 ヶの突起部分
を押し込みます。

② 2 ヶの突起部分を指で押したまま凸バックルを引き抜き
ます。

②ちょうど良い長さにしたらフィン・ストラップを
引っ張り、ストッパーが固定されているか確かめま
す。

プラスティックバックルフィンは、凸バックルを凹バックルからはずす事ができ、フィ
ンをはく場合や、ぬぐ場合に利用する事ができます。

☞
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■ PIVOT CONTROL TECHNOLOGY
    【 ピボット ( 旋回軸 ) 制御技術 】
在来のフィン断面形状は、類型的に緩やかなカーブを描いているのに対して、シーウィングノバは明確なジョ
イン卜 ( クジラやイルカのような ) を備え、ブレードはピボッ卜 ( 旋回軸 ) を基軸として作動します。この独
創的な機構により、ブレード全体が推進力を発生しながらも、より抵抗が少なく無駄なエネルギーを浪費し
ないのです。

従来のパドルブレード型フィンは、キックすることでブレードがし
なって推進力が生まれます。端的に言うと柔らかなフィンは、穏やか
にキックすれば理想的な 45 度の角度を保って推進力を発生しますが、
強くキックし過ぎると折れ曲がってしまい大幅に推進力が失われます。
逆に堅いフィンは、強くキックすれば 45 度にしなって推進力を
発生しますが、穏やかなキックではしなりが足らず全く効率的
ではありません。すなわちダイバーは「柔らかいフィンか ?」あ
るいは「堅いフィンか ?」、これまで妥協を迫られていたのです。
しかしシーウィングノバなら、そんな妥協は一切必要がありません。
スキューバブロ独自の「ピボッ卜 ( 旋回軸 )」は、どのようなキック
でも最適な角度を維持して、最大効率の推進力を発生するのです。

■ CLEAN WATER BLADE
    【 層流ブレード 】
常型フィンのフットポケットとブレードの問に生じるデッドスペース
は、ダウンキック時に推進力ではなく抵抗の発生源となります。古く
からスキューバプ口は、この点に注目してきました。今や伝説の域に
まで到達したジェッ卜フィンは、ブレード付け根に大型ダクトを設け
て水流をブレード下面に導くことで、デッドスペース解消に成功しま
した。さらにシーウィングノバでは、抵抗発生源となるデッドスペー
スを根本から廃したデザインを追求。ブレード全表面を綺麗に水流が
流れる層流効果によって、抵抗は低減し推進力が大幅に増大します。

■ VARIABLE BLADE GEOMETRY
    【 可変プレード形状 】
ダイバーが強くキックするほど、シーウィングノバのフィン先端は弧を描くように形状可変して、ブレード
表面を整流することで抵抗を低減すると同時に、高速での安定性を増大させます。

■ ERG02 FOOTPOCKET with POWER PLATE
   【 パワープレート補強エルコ 2 フットポケット 】
高次元の人間工学に基づいてデザインされたシーウィングノバのフットポケットは、ダイバーの足に最高レ
ベルの快適性を約束します。さらに躍の後方まで伸びた硬質パワープレートが、最小限の負担で究極の推進
力を引き出します。

■ HIGH-TECH ELASTOMER CONSTRUCTION
   【 ハイテック高分子素材構造 】
宇宙時代のエラストマ一樹脂 ( 高分子素材 ) は優れた技術的特長を備え、シーウィングノバは水中でプラス
の浮力を持ち軽量でありながら抜群の耐久性も実現しています。

Seawing Nova

Jet Thrust Fin / Ellise Fin
■フィン
フィンは脚力を使って、少ない力で大きな推進力を得ることにより、長時間効率よく自在に泳ぐ為の道具で
す。

■ワンタッチバックルのストラップ交換方法
１）バックルベースの上下の爪部を押し、バックルが付いたままフィンス
トラップを本体から外します。
２）フィンストラップは、切断してバックルから抜き取って下さい。
３）バックルの上下の穴よりバックルストッパーの爪を押し、ストッパー
を取り外します。
４）図のように、フィンストラップの裏表（滑り止めギザの有無）に注意
して、バックルに通します。
５）バックルにバックル付きストラップを戻し完了です。

■ストラップフィンの脱着方法及び調整方法
フィンストラップ l こは、調整用の番号表示があります。ご自分のサイズ
番号を覚えておくと、装着時に便利です。
１）装着は、ますバックルストッパーを押しながら、フィンストラップを
一番伸ばした状態にします。
２）フィンポケットの最奥部まで、つま先をしっかりと入れます。
３）ストラップフック部を持ち、左右均等に引き、調整します。
４）脱ぐ際の方法は次の通りです。
方法 1- フィンストラップに指を差し入れ、強く引き下げ、外して下さい。
方法 2 ーバックルストッパーを押しながらフィンストラップの中央側を引
き、ゆるめ外して下さい。
方法 3 ーワンタッチタイプの利点を生かして，バックルベースの上下の爪
部を押し、片側のバックルをバックルべ一スより抜き取り、外して下さい。

Jet Fin Revo
■  J E T  F I N  R E V O の 各 部 名 称 と 脱 着 方 法

■  フ ィ ン ・ス ト ラ ッ プ の 長 さ の 調 節 方 法

着脱：ブーツをはいた足をフットポケットに入れ、かかとのややうえにフィン・ストラップをかけます。
脱着：フィン・ストラップをかかとからずらし、足を抜きます。

フィン・ストラップ

フット・ポケット

ブレード

ステンレス製ポイント
（デザイン的なアクセントとして装備しているもので、製
品の機能性に影響するものではありません。万一紛失した
場合は、保証の対象にはなりません。）

①金属製バックルに、フィン・ストラップ
を装着します。

③フィン・ストラップの先端を、金属製バ
ックル中央の金具の上側に折り返し入れ
ます。

④ブーツをはき、その足をフット・ポケッ
トに入れ、最適な長さになるようにフィン・
ストラップを引っ張り長さを調節します。

⑤フィン・ストラップ全体をしっかりと
持ち、強く後ろに引っ張るようにして、金
属製バックル取付口の上部にあるくぼみ
納まるように固定します。

下の写真のように、フィン・ストラ
ップに刻印された「Ｓマーク」が中
央に位置するように、フィン・スト
ラップの左右の端の長さを必ず調整
してください。フィン・ストラップ
の片方の端が極端に短いと、フィン
ストラップが金属製バックルからは
ずれ、事故をおこす危険があります。

②フィン・ストラップ先端を、金属製バックル
中央の可動式金具の下側に通します。

■  注 意 事 項

安全のために、以下の注意事項を必ずお守りください。

1 .  スキューパダイビングは、世界的に認知されている潜水指導団体が発行するC カードを取得し、正しい知識と技術を身につけ
てから行わなくてはいけません。

2 .  製品の装着は、波の影響を浸けない、足場のしっかりした場所で行ってください。波がかかる場所では、事故につながる可能性
があります。

3 .  フィンをはいたまま陸上で、歩き回ったり、走ったりしないでください。ケガや事故を招く可能性があります。フィンは水際で
はいてください。

4 .  エントリー前には必ず、以下の事項を確認してください。異常を認められた場合は、部品交換を行うか、別の製品をご使用くだ
さい。さもないと製品の破損や脱落、パンドのゆるみ、水漏れ、呼吸困難などの原因となり、事故につながる可能性があります。

5 .  製品全体および、フィン・ストラップなどに傷や亀裂等がないが確認してください。フィン・ストラップに傷や亀裂があると、
フィンの脱落等のおそれがあります。他のフィンに交換してください。

6 .  フィン・ストラップが、パックルに裏表の間違いなく確実に納まっているか確認してください。収まっていない場合は、必ず
直してください。

7 .  フィンのフット・ポケットの対応サイズより大きなダイビングブーツは、使用しないでください。ドライスーツなど大きめの
ブーツを使用する場合は、ブーツの大きさに適合するフット・ポケットを備えたフィンをご使用ください。さもないとフィン
が脱落したり、足を痛めたり、適切な推進力が得られないなど、事故につながる可能性があります。

8 .  エントリー前には、フィンのストラップがしっかりと止まっているか確認してください。ダイビング中にフィンが脱落する
と、事故につながる可能性があります。

■  ア フ タ ー ケ ア
安 全 で 快 適 な ダ イ ビ ン グ た め に 、同 時 に 本 製 品 を 長 く ご 愛 用 い た だ く た め に 、ア フ タ ー ケ ア に 十 分 ご 注 意 く だ さ い 。

1 .  使 用 後 は 真 水 で 良 く 洗 っ て 塩 分 を 取 り 除 き 、風 通 し の 良 い 場 所 で 日 陰 干 し を 行 い 、良 く 乾 か し て か ら 保 管 し て く だ さ い 。塩 分
や 水 分 が 付 い い た ま ま で は 、劣 化 お よ び 変 色 の 原 因 と な り ま す 。洗 浄 時 に は 、パ ッ ク ル や 内 部 等 も 点 検 し 、付 婚 し た 海 草 や 砂 な
ど の 異 物 を 取 り 除 い て く だ さ い 。

2 .  化 学 薬 品 や 中 性 洗 剤 の 原 液 が つ い た 場 合 は 、す ぐ に 水 洗 い を し て く だ さ い 。劣 化 、破 鍋 の 原 因 に な り ま す 。汚 れ を 落 と す 場 合
は 、水 で 薄 め た 中 性 洗 剤 な ど を 使 用 し 、そ の 後 十 分 に 水 洗 い を し て く だ さ い 。

3 .  フ ィ ン を 乾 か す 時 は 、プ レー ド を 下 ( 地 面 側 ) に し て 立 て か け な い で く だ さ い 。プ レ ー ド 変 形 の 原 因 と な り ま す 。フ ッ ト ・ポ ケ
ッ ト を 下 に し て 立 て 、壁 な ど に 寄 り か け る 場 合 は 、プ レ ー ド が そ ら な い よ う に し て く だ さ い 。

4 .  バ ッ ク ル を き ち ん と 納 め て 保 管 し て く だ さ い 。き ち ん と 納 め て い な い と 、変 形 し て パ ッ ク ル の 機 能 が 無 く な る こ と が あ り ま
す 。

5 .  製 品 を 長 時 間 日 光 や 蛍 光 灯 に 当 て な い で く だ さ い 。シ リ コ ン ラ パ ー を 含 め 黒 以 外 の ゴ ム 製 品 を お 使 い の 渇 合 、他 の 黒 い ゴ ム 製
品 と 一 緒 に 保 管 す る と 、変 色 す る お そ れ が あ り ま す 。別 々 に 保 管 す る な ど 、保 管 に は 十 分 配 慮 し て く だ さ い 。

6 .  保 管 時 は 、そ れ ぞ れ を 専 用 ケ ー ス や ビ ニ ー ル 袋 に 入 れ 、陪 く 風 通 し の 良 い 場 所 で 保 管 し て く だ さ い 。ょ に 震 い も の を 乗 せ る と 、
変 形 す る お そ れ が あ り ま す 。

7 .  ゴ ム 製 品 は 、ゴ ム 部 に 白 い 粉 が 付 着 す る こ と が あ り ま す が 、内 部 の 油 分 が 浮 き 出 て き た も の で 、ゴ ム の 老 化 を 防 ぐ 働 き が あ り
ま す 。ご 使 用 に は 、な ん ら 差 し 支 え は あ り ま せ ん 。

■  保 証 規 定
1 .  本 取 扱 説 明 書 の 注 意 書 き に 従 っ た 正 常 な 使 用 状 態 で 、お 買 い 上 げ 日 よ り 2 年 以 内 に 当 社 の 責 任 と 見 ら れ る 故 障 が 生 じ た 場 合 、

日 付・販 売 店 の 明 記 さ れ た 製 品 保 証 書 （ 本 ペ ー ジ 下 段 ）を 本 製 品 に 添 付 の 上 、S C U B A P R O 正 規 代 理 店 ま で ご 持 参 ま た は お 送 り
い た だ け れ ば 、無 償 修 理 ま た は 交 換 に 応 じ ま す 。た だ し 、そ の た め の 交 通 費 ま た は 送 料 等 は お 客 様 の ご 負 担 と さ せ て い た だ き
ま す 。

2 .  S C U B A P R O 正 規 代 理 店 か ら 販 売 さ れ た 製 品 に 限 ら せ て い た だ き ま す 。
3 .  製 品 保 証 書 は 日 本 国 内 に お い て の み 有 効 で す 。T h i s  w a r r a n t y  i s  v a l i d only in Japan.
4 .  保 証 期 間 中 の 修 理 、交 換 は 、保 証 期 間 の 延 長 に は な り ま せ ん 。
5 .  保 証 期 間 内 で も 次 の 場 合 は 、有 料 修 理 と な り ま す 。
6 .  以 下 の 場 合 は 保 証 の 対 象 外 と な り ま す 。

•  外 部 か ら の 影 響 、た と え ば 運 搬 中 の 損 傷 、落 下 や 衝 撃 に よ る 故 障 、気 温 な ど の 影 響 、そ の 他 の 自 然 現 象 に よ る 故 障 。
•  紛 失 、置 き 忘 れ 、詐 欺 、横 領 等 の 事 故 の 場 合 。地 震 、噴 火 な ど の 天 災 に よ っ て 生 じ た 故 障 の 渇 合 。
•  保 管 の 不 備 や 手 入 れ の 不 備 。塩 素 水 で の 使 用 。不 適 当 な 使 用 や 、乱 暴 な 取 扱 い が さ れ た 場 合 。
•  当 社 以 外 で 行 わ れ た 修 理 ・改 造 ・分 解 に よ る 故 障 。S C U B A P R O ま た は S C U B A P R O 認 定 技 術 者 以 外 に よ る 修 理 や サ

ー ビ ス に 起 因 す る 故 障 。
•  製 品 保 証 書 ま た は 購 入 店 の レ シ ー ト な ど の 確 認 書 を 添 付 さ れ な い 場 合 。
•  通 常 の ご 使 用 に よ る 外 観 上 の 損 傷 、変 化 。

7 .  本 製 品 の 故 障 に 起 因 す る 付 随 的 損 害 ( た と え ば ダ イ ビ ング に 要 し た 諸 使 用 お よ び ダ イ ビ ン グ 等 に よ り 得 ベ か り し 利 益 の 損 失
等 ) に つ い て は 補 償 い た し か ね ま す 。

8 .  製 品 保 証 書 は 再 発 行 い た し ま せ ん の で 、紛 失 な き よ う ご 注 意 く だ さ い 。
9 .  保 証 期 間 以 降 の 修 理 は 有 料 修 理 と さ せ て い た だ き ま す 。

※ 　 製 品 保 証 書 は 保 証 規 定 に よ り 無 料 修 理 ま た は 交 換 を お 約 束 す る も の で 、こ れ に よ り お 客 機 の 法 律 上 の 権 利 を 制 限 す る も の で は あ り
　 　 ま せ ん 。
※ 　 ご 不 明 な 点 は 、S C U B A P R O 正 規 販 売 店 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

注 意
スキューバプロのフィンは、ダイビングブーツをはいてご使用いただくフ
ィンです。サイズの合ったダイビングブーツを必ずはいてください。素足で
はくと、フィンの脱落やケガをする可能性があります。



■  ジ ェ ッ ト フ ィ ン の 各 部 名 称 と 脱 着 方 法

着脱：足をフットポケットに入れ、フィンストラップまたはスプリングストラップをかかとの
やや上にかけます。
脱着：フィン・ストラップまたはスプリングストラップをかかとからはずし、足から抜きます。

ブレード

フットポケット

スプリングストラップ
標準装備タイプ。フィン
ストラップへの交換は
できませんので、ご注意
ください。バックル

フィンストラップ
または　スプリングストラップ（右図）

■  フ ィ ン ス ト ラ ッ プ の 長 さ の 調 節 方 法

①フィンと体成型のストラップストッパー
からバックルとストラップをはずします。

②フィンストラップ内側のノッチをずらし
フィンストラップの長さを調整してくださ
い。

③フィンストラップをしっかりと持ち強く引
き上げるようにストラップストッパーにもど
します。

Jet Fin Plastic Fin
■  プ ラ ス テ ィ ッ ク バ ッ ク ル フ ィ ン の 各 部 名 称 と 脱 着 方 法

■  フ ィ ン ・ス ト ラ ッ プ の 長 さ の 調 節 方 法

着脱：足をフットポケットに入れ、フィンストラップをかかとのやや上にかけます。
脱着：フィン・ストラップをかかとからはずし、足から抜きます。

フィン・ストラップ

ストラップ
ストッパー

凸バックル凹バックル

フット・ポケット

ブレード

①フットポケットにブーツをはいた足を奥まで入れ
フィンストラップの端を引き、左右均等の長さになる
ように調整します。

（ゆるめる場合はストラップ・ストッパーを押します）

①凸バックルの凹バックルにかかっている 2 ヶの突起部分
を押し込みます。

② 2 ヶの突起部分を指で押したまま凸バックルを引き抜き
ます。

②ちょうど良い長さにしたらフィン・ストラップを
引っ張り、ストッパーが固定されているか確かめま
す。

プラスティックバックルフィンは、凸バックルを凹バックルからはずす事ができ、フィ
ンをはく場合や、ぬぐ場合に利用する事ができます。

☞

FINS

取扱説明書

商品名 フィン
お
客
様

フリガナ
お名前 	
ご住所	 〒　　　　　　　　	TEL														(								)			

	

保証期間 お買い上げ日から																									2 年間

お買い上げ日　		　					年　　月　　日
正規代理店

店名

住所

TEL

〒	 	

	 	

	 	

	 	

																					(																		)

スキューバプロ・アジア株式会社	
本社：〒 220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい

三菱重工横浜ビル 22F
TEL	045-489-4800			FAX	045-222-8195

製 品 保 証 書

キリトリ線



■ PIVOT CONTROL TECHNOLOGY
    【 ピボット ( 旋回軸 ) 制御技術 】
在来のフィン断面形状は、類型的に緩やかなカーブを描いているのに対して、シーウィングノバは明確なジョ
イン卜 ( クジラやイルカのような ) を備え、ブレードはピボッ卜 ( 旋回軸 ) を基軸として作動します。この独
創的な機構により、ブレード全体が推進力を発生しながらも、より抵抗が少なく無駄なエネルギーを浪費し
ないのです。

従来のパドルブレード型フィンは、キックすることでブレードがし
なって推進力が生まれます。端的に言うと柔らかなフィンは、穏やか
にキックすれば理想的な 45 度の角度を保って推進力を発生しますが、
強くキックし過ぎると折れ曲がってしまい大幅に推進力が失われます。
逆に堅いフィンは、強くキックすれば 45 度にしなって推進力を
発生しますが、穏やかなキックではしなりが足らず全く効率的
ではありません。すなわちダイバーは「柔らかいフィンか ?」あ
るいは「堅いフィンか ?」、これまで妥協を迫られていたのです。
しかしシーウィングノバなら、そんな妥協は一切必要がありません。
スキューバブロ独自の「ピボッ卜 ( 旋回軸 )」は、どのようなキック
でも最適な角度を維持して、最大効率の推進力を発生するのです。

■ CLEAN WATER BLADE
    【 層流ブレード 】
常型フィンのフットポケットとブレードの問に生じるデッドスペース
は、ダウンキック時に推進力ではなく抵抗の発生源となります。古く
からスキューバプ口は、この点に注目してきました。今や伝説の域に
まで到達したジェッ卜フィンは、ブレード付け根に大型ダクトを設け
て水流をブレード下面に導くことで、デッドスペース解消に成功しま
した。さらにシーウィングノバでは、抵抗発生源となるデッドスペー
スを根本から廃したデザインを追求。ブレード全表面を綺麗に水流が
流れる層流効果によって、抵抗は低減し推進力が大幅に増大します。

■ VARIABLE BLADE GEOMETRY
    【 可変プレード形状 】
ダイバーが強くキックするほど、シーウィングノバのフィン先端は弧を描くように形状可変して、ブレード
表面を整流することで抵抗を低減すると同時に、高速での安定性を増大させます。

■ ERG02 FOOTPOCKET with POWER PLATE
   【 パワープレート補強エルコ 2 フットポケット 】
高次元の人間工学に基づいてデザインされたシーウィングノバのフットポケットは、ダイバーの足に最高レ
ベルの快適性を約束します。さらに躍の後方まで伸びた硬質パワープレートが、最小限の負担で究極の推進
力を引き出します。

■ HIGH-TECH ELASTOMER CONSTRUCTION
   【 ハイテック高分子素材構造 】
宇宙時代のエラストマ一樹脂 ( 高分子素材 ) は優れた技術的特長を備え、シーウィングノバは水中でプラス
の浮力を持ち軽量でありながら抜群の耐久性も実現しています。

Seawing Nova

Jet Thrust Fin / Ellise Fin
■フィン
フィンは脚力を使って、少ない力で大きな推進力を得ることにより、長時間効率よく自在に泳ぐ為の道具で
す。

■ワンタッチバックルのストラップ交換方法
１）バックルベースの上下の爪部を押し、バックルが付いたままフィンス
トラップを本体から外します。
２）フィンストラップは、切断してバックルから抜き取って下さい。
３）バックルの上下の穴よりバックルストッパーの爪を押し、ストッパー
を取り外します。
４）図のように、フィンストラップの裏表（滑り止めギザの有無）に注意
して、バックルに通します。
５）バックルにバックル付きストラップを戻し完了です。

■ストラップフィンの脱着方法及び調整方法
フィンストラップ l こは、調整用の番号表示があります。ご自分のサイズ
番号を覚えておくと、装着時に便利です。
１）装着は、ますバックルストッパーを押しながら、フィンストラップを
一番伸ばした状態にします。
２）フィンポケットの最奥部まで、つま先をしっかりと入れます。
３）ストラップフック部を持ち、左右均等に引き、調整します。
４）脱ぐ際の方法は次の通りです。
方法 1- フィンストラップに指を差し入れ、強く引き下げ、外して下さい。
方法 2 ーバックルストッパーを押しながらフィンストラップの中央側を引
き、ゆるめ外して下さい。
方法 3 ーワンタッチタイプの利点を生かして，バックルベースの上下の爪
部を押し、片側のバックルをバックルべ一スより抜き取り、外して下さい。

Jet Fin Revo
■  J E T  F I N  R E V O の 各 部 名 称 と 脱 着 方 法

■  フ ィ ン ・ス ト ラ ッ プ の 長 さ の 調 節 方 法

着脱：ブーツをはいた足をフットポケットに入れ、かかとのややうえにフィン・ストラップをかけます。
脱着：フィン・ストラップをかかとからずらし、足を抜きます。

フィン・ストラップ

フット・ポケット

ブレード

ステンレス製ポイント
（デザイン的なアクセントとして装備しているもので、製
品の機能性に影響するものではありません。万一紛失した
場合は、保証の対象にはなりません。）

①金属製バックルに、フィン・ストラップ
を装着します。

③フィン・ストラップの先端を、金属製バ
ックル中央の金具の上側に折り返し入れ
ます。

④ブーツをはき、その足をフット・ポケッ
トに入れ、最適な長さになるようにフィン・
ストラップを引っ張り長さを調節します。

⑤フィン・ストラップ全体をしっかりと
持ち、強く後ろに引っ張るようにして、金
属製バックル取付口の上部にあるくぼみ
納まるように固定します。

下の写真のように、フィン・ストラ
ップに刻印された「Ｓマーク」が中
央に位置するように、フィン・スト
ラップの左右の端の長さを必ず調整
してください。フィン・ストラップ
の片方の端が極端に短いと、フィン
ストラップが金属製バックルからは
ずれ、事故をおこす危険があります。

②フィン・ストラップ先端を、金属製バックル
中央の可動式金具の下側に通します。

■  注 意 事 項

安全のために、以下の注意事項を必ずお守りください。

1 .  スキューパダイビングは、世界的に認知されている潜水指導団体が発行するC カードを取得し、正しい知識と技術を身につけ
てから行わなくてはいけません。

2 .  製品の装着は、波の影響を浸けない、足場のしっかりした場所で行ってください。波がかかる場所では、事故につながる可能性
があります。

3 .  フィンをはいたまま陸上で、歩き回ったり、走ったりしないでください。ケガや事故を招く可能性があります。フィンは水際で
はいてください。

4 .  エントリー前には必ず、以下の事項を確認してください。異常を認められた場合は、部品交換を行うか、別の製品をご使用くだ
さい。さもないと製品の破損や脱落、パンドのゆるみ、水漏れ、呼吸困難などの原因となり、事故につながる可能性があります。

5 .  製品全体および、フィン・ストラップなどに傷や亀裂等がないが確認してください。フィン・ストラップに傷や亀裂があると、
フィンの脱落等のおそれがあります。他のフィンに交換してください。

6 .  フィン・ストラップが、パックルに裏表の間違いなく確実に納まっているか確認してください。収まっていない場合は、必ず
直してください。

7 .  フィンのフット・ポケットの対応サイズより大きなダイビングブーツは、使用しないでください。ドライスーツなど大きめの
ブーツを使用する場合は、ブーツの大きさに適合するフット・ポケットを備えたフィンをご使用ください。さもないとフィン
が脱落したり、足を痛めたり、適切な推進力が得られないなど、事故につながる可能性があります。

8 .  エントリー前には、フィンのストラップがしっかりと止まっているか確認してください。ダイビング中にフィンが脱落する
と、事故につながる可能性があります。

■  ア フ タ ー ケ ア
安 全 で 快 適 な ダ イ ビ ン グ た め に 、同 時 に 本 製 品 を 長 く ご 愛 用 い た だ く た め に 、ア フ タ ー ケ ア に 十 分 ご 注 意 く だ さ い 。

1 .  使 用 後 は 真 水 で 良 く 洗 っ て 塩 分 を 取 り 除 き 、風 通 し の 良 い 場 所 で 日 陰 干 し を 行 い 、良 く 乾 か し て か ら 保 管 し て く だ さ い 。塩 分
や 水 分 が 付 い い た ま ま で は 、劣 化 お よ び 変 色 の 原 因 と な り ま す 。洗 浄 時 に は 、パ ッ ク ル や 内 部 等 も 点 検 し 、付 婚 し た 海 草 や 砂 な
ど の 異 物 を 取 り 除 い て く だ さ い 。

2 .  化 学 薬 品 や 中 性 洗 剤 の 原 液 が つ い た 場 合 は 、す ぐ に 水 洗 い を し て く だ さ い 。劣 化 、破 鍋 の 原 因 に な り ま す 。汚 れ を 落 と す 場 合
は 、水 で 薄 め た 中 性 洗 剤 な ど を 使 用 し 、そ の 後 十 分 に 水 洗 い を し て く だ さ い 。

3 .  フ ィ ン を 乾 か す 時 は 、プ レー ド を 下 ( 地 面 側 ) に し て 立 て か け な い で く だ さ い 。プ レ ー ド 変 形 の 原 因 と な り ま す 。フ ッ ト ・ポ ケ
ッ ト を 下 に し て 立 て 、壁 な ど に 寄 り か け る 場 合 は 、プ レ ー ド が そ ら な い よ う に し て く だ さ い 。

4 .  バ ッ ク ル を き ち ん と 納 め て 保 管 し て く だ さ い 。き ち ん と 納 め て い な い と 、変 形 し て パ ッ ク ル の 機 能 が 無 く な る こ と が あ り ま
す 。

5 .  製 品 を 長 時 間 日 光 や 蛍 光 灯 に 当 て な い で く だ さ い 。シ リ コ ン ラ パ ー を 含 め 黒 以 外 の ゴ ム 製 品 を お 使 い の 渇 合 、他 の 黒 い ゴ ム 製
品 と 一 緒 に 保 管 す る と 、変 色 す る お そ れ が あ り ま す 。別 々 に 保 管 す る な ど 、保 管 に は 十 分 配 慮 し て く だ さ い 。

6 .  保 管 時 は 、そ れ ぞ れ を 専 用 ケ ー ス や ビ ニ ー ル 袋 に 入 れ 、陪 く 風 通 し の 良 い 場 所 で 保 管 し て く だ さ い 。ょ に 震 い も の を 乗 せ る と 、
変 形 す る お そ れ が あ り ま す 。

7 .  ゴ ム 製 品 は 、ゴ ム 部 に 白 い 粉 が 付 着 す る こ と が あ り ま す が 、内 部 の 油 分 が 浮 き 出 て き た も の で 、ゴ ム の 老 化 を 防 ぐ 働 き が あ り
ま す 。ご 使 用 に は 、な ん ら 差 し 支 え は あ り ま せ ん 。

■  保 証 規 定
1 .  本 取 扱 説 明 書 の 注 意 書 き に 従 っ た 正 常 な 使 用 状 態 で 、お 買 い 上 げ 日 よ り 2 年 以 内 に 当 社 の 責 任 と 見 ら れ る 故 障 が 生 じ た 場 合 、

日 付・販 売 店 の 明 記 さ れ た 製 品 保 証 書 （ 本 ペ ー ジ 下 段 ）を 本 製 品 に 添 付 の 上 、S C U B A P R O 正 規 代 理 店 ま で ご 持 参 ま た は お 送 り
い た だ け れ ば 、無 償 修 理 ま た は 交 換 に 応 じ ま す 。た だ し 、そ の た め の 交 通 費 ま た は 送 料 等 は お 客 様 の ご 負 担 と さ せ て い た だ き
ま す 。

2 .  S C U B A P R O 正 規 代 理 店 か ら 販 売 さ れ た 製 品 に 限 ら せ て い た だ き ま す 。
3 .  製 品 保 証 書 は 日 本 国 内 に お い て の み 有 効 で す 。T h i s  w a r r a n t y  i s  v a l i d only in Japan.
4 .  保 証 期 間 中 の 修 理 、交 換 は 、保 証 期 間 の 延 長 に は な り ま せ ん 。
5 .  保 証 期 間 内 で も 次 の 場 合 は 、有 料 修 理 と な り ま す 。
6 .  以 下 の 場 合 は 保 証 の 対 象 外 と な り ま す 。

•  外 部 か ら の 影 響 、た と え ば 運 搬 中 の 損 傷 、落 下 や 衝 撃 に よ る 故 障 、気 温 な ど の 影 響 、そ の 他 の 自 然 現 象 に よ る 故 障 。
•  紛 失 、置 き 忘 れ 、詐 欺 、横 領 等 の 事 故 の 場 合 。地 震 、噴 火 な ど の 天 災 に よ っ て 生 じ た 故 障 の 渇 合 。
•  保 管 の 不 備 や 手 入 れ の 不 備 。塩 素 水 で の 使 用 。不 適 当 な 使 用 や 、乱 暴 な 取 扱 い が さ れ た 場 合 。
•  当 社 以 外 で 行 わ れ た 修 理 ・改 造 ・分 解 に よ る 故 障 。S C U B A P R O ま た は S C U B A P R O 認 定 技 術 者 以 外 に よ る 修 理 や サ

ー ビ ス に 起 因 す る 故 障 。
•  製 品 保 証 書 ま た は 購 入 店 の レ シ ー ト な ど の 確 認 書 を 添 付 さ れ な い 場 合 。
•  通 常 の ご 使 用 に よ る 外 観 上 の 損 傷 、変 化 。

7 .  本 製 品 の 故 障 に 起 因 す る 付 随 的 損 害 ( た と え ば ダ イ ビ ング に 要 し た 諸 使 用 お よ び ダ イ ビ ン グ 等 に よ り 得 ベ か り し 利 益 の 損 失
等 ) に つ い て は 補 償 い た し か ね ま す 。

8 .  製 品 保 証 書 は 再 発 行 い た し ま せ ん の で 、紛 失 な き よ う ご 注 意 く だ さ い 。
9 .  保 証 期 間 以 降 の 修 理 は 有 料 修 理 と さ せ て い た だ き ま す 。

※ 　 製 品 保 証 書 は 保 証 規 定 に よ り 無 料 修 理 ま た は 交 換 を お 約 束 す る も の で 、こ れ に よ り お 客 機 の 法 律 上 の 権 利 を 制 限 す る も の で は あ り
　 　 ま せ ん 。
※ 　 ご 不 明 な 点 は 、S C U B A P R O 正 規 販 売 店 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

注 意
スキューバプロのフィンは、ダイビングブーツをはいてご使用いただくフ
ィンです。サイズの合ったダイビングブーツを必ずはいてください。素足で
はくと、フィンの脱落やケガをする可能性があります。
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